
 

平成 30年度広報推進協議会 第１回会合議事次第 

 
 
１．日 時 平成３０年７月２３日（月） １３時００分～１４時３０分 
 
２．場 所 国土交通省国土地理院 関東地方測量部 大会議室 
       （九段第２合同庁舎８階） 
 
３．議 事 
 
（１）今年度の具体的な取り組み 

１）これまでの取り組み 
２）今後の広報活動の推進（案） 
３）調整ワーキンググループの設置（案） 
 

（２）各団体の平成３０年度広報活動の取り組み 
 
（３）その他 

 
 

【配付資料】 
議事次第、 構成員名簿、 配席表 
資料１ これまでの取り組み 

（別紙）ホームページの改良 
資料２ 今後の広報活動の推進（案） 
資料３ 調整ワーキンググループの設置（案） 
資料４ 各団体の平成３０年度広報活動の取り組み 



広報推進協議会構成員

海老名賴利 (一社)全国測量設計業協会連合会 事務局長

冨永 伸樹 〃 （ (一社)群馬県測量設計業協会 会長）

宮山 博文 (一財)測量専門教育センター 事務局長

土田 俊行 〃 （中央工学校 教務部長）

稲垣 秀夫 (一社)地図調製技術協会 専務理事

岩崎 昇一 〃 理事・事務局長

岩田 邦雄 (公社)日本測量協会 総務部長

林 保 〃 測量技術センター 参事役・管理部長

斉藤 和也 (公財)日本測量調査技術協会 専務理事

津沢 正晴 〃 理事・事務局長

百成 了一 (一財)日本地図センター 理事・流通事業部長

松本 治夫 〃 総務部長

山内 正彦 国土交通省国土地理院 参事官

奥山 祥司 〃 企画部
地理空間情報活用推進分析官

アドバイザー

鹿田 正昭 金沢工業大学 副学長

オブザーバー

天野 聡 国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課
専門工事業・建設関連業振興室 企画専門官

※ 敬称略
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これまでの取り組み 

 

１．ポスター及びリーフレットの作成 
測量や地図作成業界をイメージアップし、業界の担い手確保を目的とするため、就

職活動者等をメインターゲットとして、測量や地図作成の仕事の魅力を伝え、測量や

地図作成業界への就業を促すためのポスターデザインコンペを実施した。ポスター及

びリーフレットの図案はスタイリッシュなものに変更し、構成員及び学校関係者やイ

ベント等において配布した。 
 

① ポスター（リーフレット表面） 

測量・地図作成業界の役割のキャッチコピーを『「測る」「描く」「解決する」』

として、やりがいがあり、かつ将来性のある業界であることを訴求する図案とし、

提示された 12 点から、各構成員及びリーフレット作成にご協力いただいた若手社員

等の皆様からの投票により決定した。 

・キャッチコピー『「測る」「描く」「解決する」』 
・広報推進協議会 QR コードの追加 

 
（最終版）                （提示された 12 点） 
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② リーフレット裏面 

・デザインをスタイリッシュに更新 

・説明文の変更 
・先輩からの一言の更新 

「測る」･･･（株）北日本ジオグラフィ 
「描く」･･･ 東京カートグラフィック（株） 
「解決する」･･･ 東日本総合計画（株） 

 
 
 
 
 
 

③ 配布状況等 

 

・作成部数  リーフレット 30,000 枚、 ポスター1,000 部 

 

・構成員配布数  （一社）全国測量設計業協会連合会  10,000 枚、 100 部 

          （一財）測量専門教育センター        4,500 枚、   65 部 

          （一社）地図調製技術協会            1,000 枚、   30 部 

          （公社）日本測量協会                5,000 枚、   50 部 

                   （公財）日本測量調査技術協会         500 枚、    3 部 

                   （一財）日本地図センター            1,000 枚、    5 部 

                    国土交通省国土地理院              8,000 枚、  747 部 

             

  ・国土地理院からの配布 

    ・大学、短大、高専への配布（323 校） 

     （測量に関する科目を修め測量士補となる資格を有する学校等へ配布） 

    ・地方測量部等（学生向け就活イベントや関連イベントで配布） 

・ジオ展（平成 30 年 4 月 20 日(金)：TKP ガーデンシティー渋谷） 

 （地理空間情報関連の企業による共同イベントで採用イベントを同時開催） 

・第 47 回国土地理院報告会（平成 30 年 6 月 6 日（水）） 

 
 
２．ホームページのリンク掲載依頼 

リーフレットを配布した大学等（323 校）へ、各大学等の学生向け専門サイト等

へのリンク掲載を依頼した。 
 

３．ホームページの改良（作業中） 
   コンテンツの追加、リンク項目の充実、イベント情報の充実など（別紙、参照） 
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（参考）ホームページのアクセス 
 
 （ホームページの更新履歴） 

   H29.6.1  ホームページ開設 

   H29.6.6  イベント情報掲載 

   H29.7.4 イベント情報掲載 

     H29.7.19 イベント情報掲載 

     H29.9.26 パネルディスカッション案内 

     H29.10.16 イベント情報掲載 

  (H29.10.16～パネルディスカッション 

               の新聞報道) 

     H29.12.12  パネルディスカッション 

の動画公開 

測量に必要な資格の更新 

H30.5.21 イベント情報掲載 

H30.5.22 H31 リーフレット公開 

 

 



 資料１（別紙） 

ホームページの改良 

 
測量・地図作成業界に関心をもつ学生等に、業界の事業・職種の多様性をより理解し

てもらうため、コンテンツの追加、リンクの充実、イベント情報の充実を図る。 
 

１． コンテンツの追加 
（１）事業や製品等の活用 

測量・地図作成業界の事業や製品等を紹介しつつ、測量の果たす役割や重要性に

ついての理解を促す。事業や製品の紹介のみならず（製品等のＰＲではなく）、各

種事業や製品等がどのように役立っているのか、測量・地図作成業の技術・知識が

どのように活かされるかについて理解される内容とする。 
（例：固定資産税土地評価業務、土木施設構造物の変動量調査など） 

 

（２）職種紹介 

営業、開発等を含む測量・地図作成業界の業務（職種）について紹介し、様々な

職種があることの理解を促す。この職種ならではの魅力、何をする（何を作る）た

めの職種なのか、この職種に就くに当たってはどのような勉強をしておくと良いか

等も紹介する。 （例：営業、研究開発、ＧＩＳソフトプログラマーなど） 
 

 
※ １．「コンテンツの追加」の具体的な進め方 

① 各団体での集約（9 月上旬） 

・この業界の事業・職種の多様性をより理解してもらうために掲載するべきと思

われる事業等の題材を、各団体で集約し事務局へ送付する。 

・その際、各団体内で同様な事業等が提案された場合は、一つに絞る。 

② 掲載事業等の決定（9 月上旬） 

・調整ワーキンググループにおいて、提案された題材を基に、ホームページに掲

載する事業等の種類と、個々の説明文等（説明文及び写真（又はポンチ絵）。以

下同じ））を作成する担当団体を個々に決定する。 

③ 説明文等の作成（10 月上旬） 

・各担当団体（各団体やその会員企業）は、担当する個々の事業等の説明文等を作

成し、事務局に提出する。 

・なお、説明文等は、会社色を出さずに一般的な説明とし、300～600 字程度とす

る。 

④ 説明文等の修正（10 月中旬） 
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・調整ワーキンググループにおいて、各説明文等の統一感等の調整（修正）を行

う。 

⑤ ホームページの改良作業（10 月下旬～12 月） 

・事務局において、ホームページの更新作業を行う。 

 

《作業スケジュール》 

 

 

 

 
 
 
 
 

（イメージ図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

事業（成品） 

職種紹介 

                
                
         ・・・・・・・・・・・・・・・・ 
         ・・・・・・・・・・・・・・・・ 
         ・・・・・・・・・・・・・・・・              

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

● （名称・・・・・・） 

事業（製品） 
「事業（成果品）」を

クリックすると 
様々な「事業（成果

品）」が紹介され 
ます。 

写真又は 
ポンチ絵など 

300～600 
字程度 
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（３）企業情報 

就職活動者等の企業情報収集を支援するため、掲載を希望する企業の連絡先やホ

ームページ URL 等の情報を地域別・都道府県別・五十音順に掲載する。 
 

 

※ 具体的な進め方 
① 各団体での集約（８月中） 

・各団体において、掲載を希望する会員企業毎のデータ（Excel 等）を事務局に

提出する。 

② ホームページの改良作業（9 月～10 月） 

・事務局において、ホームページの更新作業を行う。 

 

（イメージ図） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道 東北 関東 北陸 中部 
近畿 中国 四国 九州 沖縄 

地域別企業一覧（採用情報なども掲載されています） 

各社のホームページ

へリンクさせる 

新規追加 

「地域別企業一覧」 

地区をクリックすると 

その地区の企業一覧が 

表示されます 
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２．リンクの充実 

  測量・地図作成業界の女性活躍や地図や空中写真などについて国民の関心を高め

るためのサイトについて、各団体からの推薦を元に、バナーを貼りリンクする。 

 

 例） 

・日本測量協会の「女性の技術力向上委員会」 http://www.jsurvey.jp/jg.htm 

・日本地図センターの「地図博士の部屋」 http://www.jmc.or.jp/faq/faq.html 

・国土地理院の「出前講座」 http://www.gsi.go.jp/DEMAE/demae.htm 

 

 

 

《今後のスケジュール》 

 注：１．③の企業情報については、早期公開できるよう作業を進めるものとする。 



 資料 ２ 

 

今後の広報活動の推進（案） 

 

 

測量・地図作成業界の魅力を発信し、業界の担い手確保を目的とするため、新たな企

画の検討及びその実現に向けた取り組みを行う。 
 

〇イベントで測量・地図作成業界の魅力を発信 

・高校、高等専門学校、大学等に、測量・地図作成業界の魅力を伝える内容とし

た講演会や体験学習を実施 

 ・地方を含めた測量・地図作成に関連する就職活動イベントにおいて、測量・地

図作成業界のＰＲ（講演、ビデオ上映、リーフレットやチラシ配布など）を実

施 

   

〇ＨＰ、ＳＮＳの活用した測量・地図作成業界の魅了を発信 

  ・Twitter による測量・地図作成業界のイベント周知等、ＳＮＳの活用 

・ホームページのスマホ用対策のためのニューアル 

・人の顔の見える広報とするため、測量・地図作成業界で活躍している技術者の

魅力ある事例の収集 

  ・関連企業の測量・地図作成業界等の紹介ビデオ（企業ビデオ）へのリンク 

    
◯関連団体との協力 

・近代測量 150 年記念事業推進会議などと協力しながら、測量・地図作成の役割

や重要性を国民に周知 



 資料 ３ 

 
調整ワーキンググループの設置（案） 

 

 

広報推進活動の一層の充実を図るための新たな企画提案やその具体化、これらの実

現に向けた取り組みを検討する際に、各団体の担当者が、必要の都度随時会して打合

せ（意見調整）ができる場を設ける必要があるため、「広報推進協議会設置要領」第７

条に基づき「調整ワーキンググループ」を設置する。 

 

※ 参考：「広報推進協議会設置要綱」（抜粋）（ワーキンググループ） 

第７条 協議会には、個別の具体的な取組の検討及びその実施のため、個別の課題毎にワーキング

グループ（以下「ＷＧ」という。）を設置することができる。 

２ ＷＧの検討内容、構成員その他必要な事項は、協議会において定める。 

 

 

調整ワーキンググループ構成員メンバー表（案） 

 

氏    名 所  属  等 

 海老名 賴利 

 藤澤 浩昭 
（一社）全国測量設計業協会連合会 

宮山 博文 （一財）測量専門教育センター 

 岩崎 昇一 （一社）地図調製技術協会 

 岩田 邦雄 

 木下 信也 
（公社）日本測量協会 

 津沢 正晴 （公財）日本測量調査技術協会 

松本 治夫 （一財）日本地図センター 

山本 洋一 

桒久保 優 
国土交通省国土地理院 
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（一社）全国測量設計業協会連合会 

 

 

各団体の平成 30 年度広報活動（イベント等）の取り組み予定について 

     ・広報推進協議会としての後援等の可能性のあるものを含む 

     ・広報推進協議会ホームページに掲載を希望する可能性のあるもの 

     ・広報推進協議会リーフレットを配布する予定のイベント等 

 

全測連の対応状況は、下記の通り。 

鳥取県測協が 6 月 26 日測量技術講演会時に 300 部配布。 

全国 44 都道府県測協事務局に各 150 部合計 6600 部配布済。 

建設関連業(建コン、全測連、全地連)イメージアップに向けた学校説明会実施予定 

国土交通省ホームページに建設関連業の社会的認知度向上のための取り組みを掲載 

7/18 に総務広報委員会開催され、今年度の取り組みが決定予定。 

 

        



平成３０年７月２３日 

 

 

（一財）測量専門教育センター 

 

 

平成３０年広報活動の取り組み（案） 
 

 

 〇 測量専門教育センターの広報活動 

   ・「測量の日」関連行事の中で、関連団体と連携・協力しながら実施する。 

   ・昨年、「Ｇ空間ＥＸＰＯ２０１７」のイベントにおいて、若手社員による座談

会に測量専門学校の教員が参加しており、今年度にあっても、色々な機会に参

加していきたい。 

 

 

 〇 測量専門養成施設の広報活動の紹介 

   ・高校生を対象とした体験入学や学校説明会の実施。 

   ・保護者を対象とした学校説明会や業界の説明会を実施。 

   ・社会人を対象とした学校説明会（夜間・休日）を実施。 

   ・高校生を対象とした出前講座や測量士補模擬試験を実施。 

   ・教員による高等学校訪問を実施し、担任の先生や進路指導担当者に就職状況や

卒業後の進路などを説明。 

   ・実際の仕事を体験（見て、触れて、感じる）させることをテーマとした広報活

動を実施。 



























平成３０年度広報関係の取組み 
 

(公財)日本測量調査技術協会 
 
 
１．第 40回測量調査技術発表会 

開催日：2018 年 6 月 1 日（金） 10：10～17：20 ・・・終了 
場所：新宿区立四谷区民ホール 
基調講演：青山学院大学 教授 古橋大地氏 
   http://sokugikyo.or.jp/seminar/details180601.html 

来場者数：326 名 （内有料来場者 会員：235 名、非会員 25 名） 
 
２．平成 30年度社会・技術動向講演会 

・5/23（水）東京 <測量年金会館>・・・終了しました 
・6/14（木）名古屋 <オフィスパーク伏見・りそな名古屋ビル>・・・終了しました 
・6/28（木）大阪 <株式会社アスコ大東イトゥビル>・・・終了しました 
・7/12（木）福岡 <都久志会館>・・・終了しました 

①「九州地方整備局における i-Construction の取り組み状況について」 
九州地方整備局 企画部 技術管理課 課長補佐 

②「UAV レーザマニュアルについて」 
国土地理院九州地方測量部 測量課長  

③「地域会員会社における最新技術・得意技術の紹介」 
株式会社コイシ 取締役  

・8/23（木）長野 <JA長野県ビル> 
・9/6 （木）札幌 <かでる 2.7> 
・9/20（木）仙台 <宮城県建設産業会館> 
 

３．（仮称）地理空間計測・活用技術セミナー 2018 in 金沢 
開催日時：2018 年 11 月 30 日（金）  10:00～17：00（予定） 
場所：金沢市文化ホール 大会議室 
 

４．機関誌『先端測量技術』110号発行 
報告：地理空間計測・活用技術セミナー 2017 in 仙台（2017/11/17） 

／災害復興ワークショップ 
特集：東日本大震災あれから７年 

 















 

国土地理院における平成 30 年度広報活動 

 

  平成 30 年度に実施する主な広報活動は以下のとおり。 

 

１．定常的な活動 

（１）報道発表   

測量行政懇談会の開催や地理院地図機能改良などの国土地理院の活動について、

国土交通記者会や筑波研究学園都市記者会などに報道発表を実施する。平成 30 年

度は、平成 29 年度の 61 件より、増加するように工夫を行う。 
（２）広報誌の発行 

毎月末に広報誌「国土地理院広報」を発行する。「国土地理院広報」は、国土地

理院ＨＰから閲覧出来き、「ことばのミニ辞典」の連載など、分かりやすい広報を

心がける。 

（３）SNS を用いた情報発信 

国土地理院公式 Twitter（平成 30 年 7 月 17 日現在のフォロワー数:15,050）によ

り国土地理院の情報を日々発信し、国土地理院のファンの発掘・拡大に努める。 

（４）国土地理院本館 1階展示コーナーの運営 

国土地理院本館 1 階ロビーに展示コーナーを設けて情報の発信を行う。 

 （５）出前講座の実施 

20 の講座について、出前講座を実施する。 

 

２．国土地理院ホームページによる情報発信 

（１）分かりやすいホームページ 
災害対応時にバナーを作成したり、新着・更新情報を分かりやすい表現にしたり、

ユーザーが分かりやすくかつホームページを日頃から閲覧する工夫を行う。 

（２）アクセシビリティ対応 

平成28年 4月施行の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」に対応す

るため、アクセシビリティに配慮したウェブサイトの作成を実施する。 

 

３．「地図と測量の科学館」の積極活用 

「地図と測量の科学館」は、地図や測量の歴史や技術等を総合的に展示する施設で

あり、来館者に楽しく学んで再び来ていただけるような運営を行う。 

（１）主なイベント 

○常設展示のほか、特別展示室において、企画展を行う。 

(平成 30 年度) 

平成 30 年 3 月 16 日から 7 月 16 日まで企画展「地図で旅する日本のジオパーク」 

７月 25 日から 10 月 14 日まで企画展「山を知る」 (添付資料１) 

10 月下旬から 12 月中旬まで企画展「明治 150 年記念展示(仮称)」 

平成 30 年 1 月から 2 月まで「第 22 回全国児童生徒地図優秀作品展」(予定) 



○子どもから大人まで誰もが楽しみながら、「学び」「体感できる」企画を行って

いる。 

夏休み期間中は、測量体験教室を 3 回行う。 

10 月以降は、「おもしろ測量塾」を 4 回行う予定。 

（２）地理・地図教育支援での活用 

○「地図と測量の科学館」を活用して、小・中・高等学校の社会科教育における校

外学習を積極的に受入れるなど教育現場における学習支援活動等を展開する。 

〇教育委員会、中学校等からの要請により、測量と地図作成に関する見学や体験学

習等を実施する。 
○「地図と測量の科学館」を出前講座等の生涯学習へ活用する。 

 

４．測量・地図の普及啓発について 

（１）全国児童生徒地図優秀作品展の実施 

全国児童生徒地図作品展連絡協議会の事務局として、全国児童生徒地図優秀作品

展を開催する。全国児童生徒地図優秀作品展では、特に優秀な作品に国土交通大臣

賞、文部科学大臣賞を授与している。 （添付資料２） 

（２）普及啓発に係る主な行事 

○「測量の日」関連行事  

測量の意義及び重要性に対する国民の理解と関心を高めることを目的として、

6 月 3 日を「測量の日」とすることが制定されている。毎年 6 月 3 日を中心に各

地と「測量の日」関連行事を行う。地図と測量の科学館で実施する「測量の日」

特別企画は、本年度、6 月 3 日に実施。 

○国土地理院報告会 

その時々の課題に対する国土地理院の最新施策を紹介するとともに、測量 

や地図に関連する分野の第一人者の方々に特別講演をいただく国土地理院報告会

を実施する。本年度は、6 月 6 日に実施。 

 

 

       以上 










